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第 3基壇出土石製擦管



図版22

第 3基壇出土石製擦管



図版23

第 3基壇出土石製伏鉢
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第 3基壇出土風鐸



図版25

既報告風鐸

既報告風鐸

第 3基壇出土風鐸、蓮弁状銅製品



図版26

第 3基壇出土蓮弁状銅製品、第 1・ 3基壇出土鉄・銅製品
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鰯
第 1・ 3基壇出土軒丸瓦
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第 1・ 3基壇出土軒平瓦
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第 1・ 3基壇出土軒丸瓦、軒平瓦、隅切り瓦



図版30

第 1・ 3基壇出土丸瓦
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第 1・ 3基壇出土丸瓦 。平瓦
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第 1・ 3基壇出土平瓦
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第 1・ 3基壇出土平瓦
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第 1。 3基壇出土平瓦
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第 1・ 3基壇出土平瓦
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第 1・ 3基壇出土平瓦



図版37

第 1・ 3基壇出土平瓦、面戸瓦・貫斗瓦 。鬼瓦 。鴎尾



図版38

穀
援体壕出土弾丸

鴫尾、第 1・ 3基壇出上軒丸瓦、山代郷北新造院跡採取石鏃、
18 3Tr出 土鍛冶滓、援体壕出土鉛玉、援体壕出土弾丸
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重要遺跡
内容確認

遺  跡  名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

山代郷
北新造院跡

寺院跡
奈良時代
平安時代

塔跡
石製相輪・風鐸
鴎尾・瓦類・須恵器・土師器

要 約

『出雲国風土記』記載の山代郷北新造院跡の調査。平成13年度までの発掘調査に
よっても、性格が明らかでなかった第 1・ 3・ 4基壇について調査を行った。その結
果、第 3基壇が塔であったことを確認し、第 1基壇も塔、第 4基壇を講堂と推定し
た。山代郷北新造院は金堂の東西に塔を置き、金堂の南西側に講堂を配した、特殊な
伽藍配置を取っていたと考えられる。各基壇上の建物は7世紀末頃から9世紀初頭
までにかけて順次造営されていった。また、第 3基壇からは、全国的にも類例の少な
い、石製相輪が出土した。石製相輪は、水煙を欠き、天蓋を持つ特殊な相輪であっ
たと考えられる。

北緯 。東経は日本測地系による。世界測地系 :北緯35° 26′ 33″ 東経133° 05′ 30〃
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